
市が主催する催物（イベント等）に係るガイドライン 

令和 2年 5月 27 日時点 

国における新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（令和 2年 5月 25

日改正）及び当地域の感染状況等を踏まえ、市が主催する催物（市職員のみの研

修や会議等を含まない。以下「イベント等」という。）について、本ガイドライ

ンに従って適切な感染防止策等を講じたうえで実施する。 

なお、イベント等の実施にあたっては、イベント等の形態や場所、参加人数等

が異なることから、本ガイドラインの趣旨を踏まえたうえで、その実態に応じて

実施可否を判断する等対応することができるものとする。 

１ イベント等の開催制限 

別紙「イベント等を実施する際に講じるべき感染防止策例」や業種ごとに策 

定される感染拡大予防ガイドラインに基づく適切な感染防止策を講じることを 

前提に、次の目安によりイベント等を開催することができるものとする。 

なお、次の目安の上限人数に満たないイベントであっても、例えば、密閉さ 

れた空間において大声での発声、歌唱や声援、又は近接した距離での会話等が 

想定されるようなイベント等に関しては、次の目安に関わらず、開催にあって 

はより慎重に検討すること。 

(1) ～6 月 18 日 

 ・ 屋内であれば 100 人以下、かつ収容定員の半分程度以内の参加人数にす 

ること 

 ・ 屋外であれば 200 人以下、かつ人と人との距離を十分に確保できること 

（できるだけ 2ｍ） 

 (2) 6 月 19 日～7 月 9日 

  ・ 屋内であれば 1,000 人以下、かつ収容定員の半分程度以内の参加人数に 

すること 

  ・ 屋外であれば 1,000 人以下、かつ人と人との距離を十分に確保できるこ 

   と（できるだけ 2ｍ） 

 (3) 7 月 10 日～31 日 

  ・ 屋内であれば 5,000 人以下、かつ収容定員の半分程度以内の参加人数に 

すること 

  ・ 屋外であれば 5,000 人以下、かつ人と人との距離を十分に確保できるこ 

   と（できるだけ 2ｍ） 

 ※ 上記の人数は、主催者と参加者のいる場所が明確に分かれている場合には

参加者数のみを計上することとし、主催者と参加者のいる場所が明確に分か

れていない場合には両者を合計した数とする。 
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２ 留意点 

(1) 8 月 1 日以後の取扱いについては、今後検討の上、別途定める。 

(2) 市内で急激な感染拡大のおそれが生じた場合や、同種のイベント等でクラ 

スター発生事例が確認された場合等には、開催を厳格に判断すること。 

(3) 市が共催等するイベント等については、本ガイドラインと同様の対応を要 

請するものとする。 

(4) 本ガイドラインは、今後の状況の変化等を踏まえ随時見直しを行う。 



イベント等を実施する際に講じるべき感染防止策例 

段階 感 染 防 止 策 例 

事
前
準
備

○換気機能（機械設備、開放可能な窓等）を有し、参加人数に適した会場を

選定する。 

○参加にあたっての要件等を事前に周知する。 

・開催当日に発熱等の症状がある場合、感染陽性者又は感染が疑われる人

との濃厚接触がある場合の参加自粛要請 

・過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされて

いる国・地域等への渡航並びに当該国・地域の在住者と濃厚接触がある

場合の参加自粛要請 

・参加申し込みや実際の参加者がキャパシティを超過した場合の対応（該

当がある場合） 

○キャンセル代等について配慮する。 

開
催
直
前
・
入
場
時

○不特定多数の人が触れると想定される箇所は消毒等を実施する。 

○会場入り口等に手指の消毒設備を設置する。 

○入退場に時間差を設ける、受付や待合場所等を広くとる等、人を密集させ

ない環境を整備する。 

○サーモカメラ、非接触型体温計の活用や体温等健康状態の申告等により、

参加者の健康状態の把握に努め、発熱時等における参加の自粛を促す。 

○感染予防のための注意事項（マスクの着用、咳エチケット、手洗い・手指

の消毒の徹底、人と人との距離の確保、大声での会話の自粛等）を周知す

る。 

○感染追跡調査を可能とするため、参加者への連絡手段の確保に努める。 

開
催
中

○感染予防のための注意事項を随時周知徹底する。 

○定期的に換気を実施する。 

○必要に応じ、イベント等の途中において手洗いや手指消毒ができる機会

を確保する。 

開
催
後

○参加後の手洗いや手指消毒を呼び掛ける。 

○参加後における三密の生ずる交流等を自粛するよう呼び掛ける。 

○多数の参加者が触れた箇所は消毒等を実施する。 
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